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箱を開ける 




STEP 弓 

再生ずる 


本システムは、コンパクトながら迫力あるドルビーデジタルや DTS ヴウンドで、あなたの部屋をホームシアターに変身させます。 
このシステムセットアップガイドでは、はじめてこのシステムをお使いになるちのために、接続と設置のしかたを説明しています。 


A 


接続を行ラ場合、あるいは変更を行ラ場合には、必ず電源コードを抜いてください。また電源コードはすべての接続び終わってか 
ら壁のコンセントへ接続してください。 



箱を開ける 


[ DVD / CD レシーバー部の付属品] 


• リモコン X 1 


，，の，- へ -レ'" 

く©ブ 
參运)ち 

T***- j/iam-F 

圓\#^画 


•単 3 お乾電池 X 2 
( AA / R 6 P ) 


• FM 簡易アンテナ X ] 



• MCACCt ットアップ用マイク 
XI 


電源コード X 1 



• AM ループアンテナ X ] 
(図は組み立てた状態です） 



• ビデオコード X ] 


• 保証書 
• 取扱説明書 

• システムセットアップガイド 
体書） 


テレビと接続しまず 


本体側 


付属のビデオコード（黄色のプラグ）を本機の映像出力端子に接続します。 

次に、ビデオコード（黄色のプラグ）の反対側をテレビの映像入力端テ ( VIDE 日 IN ) に接続します。 
本機では、 S 端テや D 1/ D 2 端テからでも、テレビと接続することびできます。詳しくは、取扱説明 

書の目8ページ 「より鮮明な映像でテレビを見るための接続」 をご覧ください。 

本機の映像出力は、直接テレビに接続してください。 

本機はアナ□グコピープ□テクト方式のコピーガードに対応しているため、本機をビデオ 
デッキを通してテレビに接続したり、ビデオデッキで録画して再生すると、正常な再生びで 
きないことびあります。また、本機をビデオ内蔵テレビに接続すると、コピーガードによつ 
て正常な再生がでさないことがあります。詳しくはお使いのテレビメーカーにお問い合わせ 
ください。 


映像出力 


映像入力 i 
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ビデオ 


テレビ 


AM ループアンテナを組み立てます 


台を外側に出します。 


突起部を溝にはめます。 





壁に取り付けるには.... 

市販のネジや押しピンなどを使って壁に取り 
付けてから組み立てます。 




[スピーカー部の付属品] 


• センタ—スピーカ— X 1 


フ□ントスピーカー X 2 


■ ■ 


サラウンドスピーカー X 2 


• サブウーファー X ] 


• スピーカーコード 

4 m (ホ色のフ□ントスピーカー用） X 1 
4 m (白色のフ□ントスピーカー用） X 1 
4 m (緑色の t ンタースピーカー用） X 1 
10 m (青色のサラウンドスピーカー用） X ] 
10 m (灰色のサラウンドスピーカー用） X ] 
4 m (紫色のサブウーファー用） X 1 


滑り止めパッド（ル） X 12 

m 

滑り止めパッド（大 ） X 4 

國 
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AM ループアンテナと FM 簡易アンテナを接続しまず 


AM ループアンテナ 


FM 簡易アンテナ 


コードの被覆を回しなび5弓 I さ抜をます。 



AM アンテナ接続端子のつめを押しなび5、 AM ループアンテナのコードを端テに差し込みます。 

どち5をアース側の端テ （ tIt ) につないでもかまいません。 

コードを差し込んだ5端子か5指を離します。 

AM ループアンテナは、本機か5でさるだけ離して置くことをお勧めします。 

FM 簡易アンテナは、中央のピンに差し込んでください。 

また FM 簡易アンテナは、た5しておいたり、丸めたままにしないで最も良い受信状態び得5れるよラに、ピンと張つ 
て < ださし、。 



接続する 


3TEP3 


一力一の設置 


スピーカーコードをつなざます 


スピーカー側へ接続するカラーチューブ 



スピーカーコード 


本体側へ接続する 

カラーコネクター 


本体のスピーカー端テへスピーカーコードのカラーコネクターを差し込みます。 

カラーコネクターの 色と 同じ色のスピーカー端テへ差し込みます。 

スピーカー端テは上側と下側とで向さび異なるためカラーコネクターの向さを確認して差し込んでくだ 
さし、。 


スピーカー側の端子については、スピーカー端テのツ;<を巧しなびら芯線を端子に差し込みます。 
スピーカーコードのカラーチューブのあるほラを端子の赤側（©側）に接続します。カラーチューブ 
のないスピーカーコードは黒い端テの©側に差し込みます。 

(スピーカーコードのカラーチューブの色と、スピーカーの U ア部に貼5れてあるラベルの色とを合 
わせます。） 


カラーコネクターび 付いていない方 
の先端の被覆は、ねじ0なび5引を 
抜きます。 


カラ- 

コネクター 





' カラー 
コネクター 


でチ-ュ-ブ 


本スピーカーを本システム Li (外のアンプで使用しないでください。故障、乂災の原因と 
なることがあります。 


裏面の「スピーカー設置ガイド」ちあわせてご覧くだをい。 

サラウンド効果を最大限に引さ出すには下図の「ノーマルサラウンド已 SP 日 T 設置」をお勧めしまず。サラウンドスピーカーを設置するスペース 
び確保できないときは、サラウンドスピーカーをフ□ントスピーカーの上に設置する「フ□ントサラウンド 3 SP 日 T 設置」でお楽しみいただくこ 
とびできます。詳しくは裏面の 「スピーカー設置ガイド」 と取扱説明書の44ページ 「フ□ントヴラウンド J をご賣ください。 


ノーマルサラウンド日 SPOT 設置 


フ□ントサラウンド 3 SP 0 T 設置 




•左ちに置いたスピーカーはテレビか5は等距離で同じ高さになるよラに設置してください。 

•センタースピーカーはテレビの下側に置き、センターチヤンネルの音びテレビと同じ位置か5聴こえるよラにしてください。もしセンタースピー 
力一をテレビの上に置く ときは、 テープなどを使用して適切な方法で固定してください。 固定しないと地震などの外部の振動によ D 、 スピーカー 
びテレビか5落下してケガをしたり、スピーカーを破損する原因となります。 

•サラウンドスピーカーは耳の高さか5やや上方に設置すると効果的です。 

•サラウンドスピーカーを視聴位置（リスニングポジション）か5極端に離して設置すると、サラウンド効果び十分に発揮されません。 

•本機のフ□ント、センター、サラウンドスピーカーはテレビとの近接使用び可能なスピーカーですび、まれに設置のしかたによっては色む5を 
生じる場合びあります。その場合は一度テレビの電源を切り、 ] 己〜3日分後再びスイッチを入れてください。その後も色むらび残るようでし 
た5スピーカーシステムをテレビか5離してご使用ください。 

•本機のサブウーファーはテレビとの近接使用びできませんのでテレビから離してご使用ください。また、磁気に影響しやすい機器（フ n ッピー 
ディスク、カセットテープ、ビデオテープなど）は本機のサブウーファーか5離してお使いくださし、近くに磁石など磁気を発生ずるものび置 
かれている場合には、相互作用によりテレビに色む5を発生する場合びありますので、設置にごま意ください。 

♦フ□ントスピーカーとサブウーファーは視聴位置か5等距離になるよラに設置して<ださし、。 

•センタースピーカーやサブウーファーを壁に掛けたり、天井に吊るしたりして使用しないでください。スピーカーび落下してケガをしたり、ス 
ピーカーを破損する原因とな0ます。 



サラウンドの自動設定を行うためには MCACC セツトアップ用 
マイクの接続び必要です。ラックなどに納めてしまう前にマイク 
を接続してお<ことをお勧めします。 


FM 簡易アンテナ 
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フ□ントスピーカー、センタースピーカー、サブウー 
ファーの底面の角4箇所に、滑り止めパッドを貼0付けて 
ください。（裏面の「スピーカー設置ガイド」参照） 



フ□ント フ□ント 

スピーカー(ち）スピーカー(ち） 



6Q 6Q 
-フ□ントセンター 
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スカ 入力 出力 

©©熱 









センタースピーカー 


サラウンド サラウンド 
スピーカー(ち）スピーカー(ち） 


裏面の 


た STEW . 

電源を入れる 


サブウーファ- 













































































ステ義セタで > アップガイド语面) 



スピーみ一設置ガイ 

サブウーファーの設置のしかた 







サラウンドスピーカーの向きを調整します 

取扱説明書の44ぺージ「フ□ントサラウンド」でエキストラパワーを選択したとさはサラウンドスピーカーを正面に、フロン 
トサラウンドムービーとフ□ントサラウンドミュージックを逞択したときはサラウンドスピーカーを外側へ6ぴの向きになる 
よラ調整します。 


上側の スピーカーの▼印を、 
下側 スピーカーの ラベルの 
「エキストラパワー」▲印の位 
置に合わせて < ださい。 

r ‘品就う式吉 r マが‘1 


上側の スピーカーの ▼印を、 
下側 スピーカーの ラベルの 
「フロントサラウンド」▲印の 
位置に合わせてください。 

い溫:な。‘1 


エキストラバヮー 


フロントヴラゥンドムービー 
フ□ントサラウンドミュージック 


各 スピーカーを 配置し接続し 
ます 

上図のように配置し、表面のシステムセットアップ 
ガイドをご覧になり、接続を行ってください。 


フ□ント、センタースピーカーの 底面 
の 角4箇所に、滑り止めパッドを貼り 
付けます 


フ□ントスピーカー センタースピーカー 



• 本機ではサラウンドスピーカーを視聴位置の後方に設置する「ノーマルサラウンド已 SP 日 T 設置」と視聴位置の前方に設置する「フ n ントヴラウンド 
3SP0T 設置」の2つの設置ち法び選択でさます。お客様の U スニングルームの環境にをわせてどち5かの設置をお選び<ださし、。 


'ーマルサラウンド已 SPOT 設置の場合 


I 」スニングポジシヨンの後方にサラウンドス 
ピーカーを設置するスペースびあるとさはこ 
のよラに設置することをお勧めします。 



各スピーカーを配置し接続します 


下図のよラにサラウンドスピーカー底面部の円おの滑り止 
めをフ□ントスピーカー上面部の枠に合わせて設置し、を 
スピーカーを接続しまず。このとさサラウンドスピーカー 
の接続コードは図のよラに已 cm 程度たるみををたせてく 
ださい。 


% 


户心-- - 



フ□ント、センタースピーカーの 底面 
の 角4箇所に、滑り止めパッドを貼り 
付けます 


フ□ントスピーカー センタースピーカー 




サブウーファーは縦置さと横置きの2つの置きでを選ぶことびできます。それぞれ滑り止めパッドを貼る位置び異なりますのでごミ主意ください。 


サブウーファーに滑り止めパッドを貼ります 


フ□ントサラウンド 3SP0T 設置の場合 

U スニングポジションの後方にサラウンドスピーカーを設置する 
スペースびないとさはこのよラに設置することびでさます。 



ぶ 


因ゾモ 



フ□ントサラウンド 3SP 日 T 言受置のと さは、スピーカーに 
壁掛け用止め具やスタンドなどを取り付けないでください。 
フ□ントサラウンド 3SP 日 T 設置のときは、サラウンドス 
ピーカーは 落下しないよラに、必ずフ□ントス ピーカーの 
上に設置してください。 


縦置きの場合 


横置をの場合 


サラウンドの自動設定 (MCACC) を行いまず 

取扱説明書の8ページ「サラウンドの自動設定 （MCACC)」 をご覧ください。 

マイクを使用した自動設定で、高精度なサラウンド設定を簡単に短い時間で行ラことびでをます。 


テレビの入力を切り換えまず 

ちのテレビ画面び映るように、テレビの入力切換ボタンを押して本機と接続している映像入力を選びます。 


最適な環境で迫力あるサラウンドを楽しむために 




ディスクテーブルを開 
めると、自動的に再生 
を始めるディスクちあ 
ります。 


再生するソースによってはセンター 
スピーカーやサラウンドスピーカー 
か5音び出ないことびあります。取 
扱説明書の4日ページ 「サラウンド再 
生を楽しむ J をご覧になり、お好み 
に応じてI」スニングモードを切り換 
えて < ださい。 


さあ、 DVD の世界を 
お楽しみください！ 




再生します 


電源コードを本体と壁のコンセントに差し込みます 

電源コードを本体の AC インレツトに差し込み、電源コードのプラグ部を壁のコンセントに接続 
します。 

巧めて電源コードをコンセントにつないだ時はデモモードになります。詳しくは取扱説明書の 
18ページ 「デモ表示を解除ずる」 をご覧ください。 


AC インレット 

至 

勺 


リモコンに電池を入れまず 


矢印の方向に、裏ブタを開く ケース巧に表記されている極性に合 裏ブタを矢印の方向に閉める 

わせて、乾電池を入れる 



♦ 乾電池のプラス©とマイナス©の向さを電池ケースの表示通りに正し<入れてください。 

♦ 新しい乾電池と一度使巧した乾電池を混ぜて使用しないで < ださし、。 

♦ 乾電池には同じあ状でも電圧の異なるものびあ0ます。種類の違ラ乾電池を混ぜて使用しないでください。 

♦ 長い間 （1 か月政上）使巧しないときは電池の液漏れを防ぐために電池を取0出してください。わし、液漏れを起こしたときは、 
ケース巧についた液をよく拭さ取ってから新しい電池を入れて < ださし、。 

♦不要となった電池を廃棄する場合は、香地方自治体の指示（条例）に従って処理して<ださい。 


EJTEP4 


再生する 


電源を入れる 
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